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日本看護倫理学会 第 14 回年次大会のご案内 

 

早春の候、貴学会会員の皆様におかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます  

さて、このたび雄大な浅間山を望む長野県佐久市をキー・ステーションに、「日本看護倫理学会第 14

回年次大会」をオンラインで開催させていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。 

 

大会のメインテーマは、「ケアの倫理を教える・学ぶ・実践する」としました。COVID-19 pandemic

の世界に、新しい物語が紡ぎ出されているまさに今だからこそ、互いに体験を語り合い、研究データを

確認しつつ、ケアという在り方や行為について改めて考えてみませんか。 

ご存知のようにケアの倫理は、目の前の状況に第三者としてではなく、感情を伴う当事者として直接

関わりながら、ケア対象と自分との相互的な関係に立って、とるべき行為を導こうとする看護倫理のア

プローチです。1980 年代以降に登場し、まだ歴史は浅く、それゆえに論争も多いですが、最近は、実践

にとても大事だと考えられています。敬愛する恩師アン・デイビス先生は、「考えというものは、広く批

判されることによって十分発達するものだ」と述べられました。看護の価値やケア実践の挑戦を語り合

う対話的なプラットフォームとして、今大会を存分に活用していただきたいと願っています。 

大会を実り豊かなものにするために、基調講演には、ケアの倫理と尊厳の論考で世界的に著名なベル

ギーの哲学者クリス・ガストマン教授をお招きします。徳としてのケアについても踏み込んで頂けるも

のと期待しています。また、市民公開講座のメインシンポジストは、NHK スペシャル「彼女は安楽死を

選んだ」を報告されたスペイン在住のジャーナリスト宮下洋一氏です。最新の知見が得られる教育講演

やシンポジウムにもご参加いただきたいです。次ページに主なプログラムを掲載いたします。 

この第 14 回大会の開催を、physical でなく virtual と決定するときは断腸の思いでした。しかし今は、

オンラインのデメリットを払拭して皆様にワクワクしていただける有意義で革新的な方法を企画委員一

同で準備しています。多くの皆様のご参加を関係者一同、心よりお待ちしております。 

敬具 

会 期（ライブ配信）：2021 年 5 月 29 日（土）・30 日（日）  

（オンデマンド配信）：2021 年 5 月 20 日（木）～6 月 30 日（水） ※42 日間の配信になります 

テーマ：ケアの倫理を教える・学ぶ・実践する Teaching, Learning, and Practicing Care Ethics 

事前参加登録期間：2021 年 2 月 1 日(月) ～ 5 月 8 日(土)  

会員 8,000 円  非会員 9,000 円 （いずれも抄録集含む） 

大会ホームページ： http://procomu.jp/jnea2021/  
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ケアの倫理を教える・学ぶ・実践する 

Teaching, Learning, and Practicing Care Ethics 

 

本大会の応募企画として、「一般演題」の口述発表、ポスター発表、学部学生の「卒業研究発表」がご

ざいます。さらに、会員相互の情報交換・発信の場である「交流集会」を例年同様に組んでいます。 

加えて、最前線で闘う医療従事者の皆様に心から敬意を表し対話の場とする「COVID-19 特設セッショ

ン」を設けました。その他、下記の特別プログラムがございます。特別プログラムに関しましては、ラ

イブ配信を原則として質疑応答コーナーを設定、その後、オンデマンド配信の予定です。 

 

 2021 年 5 月 29 日（土） 

基調講演  「尊厳を高める看護ケア：ケアの倫理のアプローチ」 

Dignity-Enhancing Nursing Care: A Care Ethics Approach 

クリス・ガストマン（ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー） 

通訳：小西 恵美子（鹿児島大学）  座長：八尋 道子（佐久大学） 

 

教育講演１  「認知症高齢者の意思のとらえ方」 

堀内 ふき（佐久大学 学長）   座長：安川 揚子（佐久大学） 

教育講演２ 「よりよく生きるための ACP」 

鶴若 麻理（聖路加国際大学）   座長：足立 智孝（亀田医療大学） 

 2021 年 5 月 30 日（日） 

教育講演３ 「care と ethics の語源とその本質」 

江藤 裕之（東北大学大学院）   座長：竹内 幸江（長野県看護大学） 

教育講演 4 「教育計画やラダーを指向した院内研究と倫理」 

前田 樹海（東京有明医療大学）  高橋 百合子（長野県看護大学） 

太田 浩和（鹿教湯三才山リハビリテーションセンター） 

         座長：中村 充浩（東京有明医療大学）  

シンポジウム 「倫理的行動を促進する看護倫理教育の実際と評価の視点」 

福宮 智子（昭和大学病院 CNS）  市川 智里（国立がん研究センター東病院 CNS） 

山崎 友香子（信州大学医学部附属病院 CNS） 

         座長：大生 定義（新生病院 院長） 

市民公開講座  「幸せな死とは何だろうか」 

宮下 洋一（ジャーナリスト）    伏見 礼子（長野松代総合病院） ほか 

COVID-19 特設セッション 

 

※最新情報は、大会ホームページ http://procomu.jp/jnea2021/ をご覧ください。 


